
国際登録簿の更正

※本スライドは、WIPOが配信するウェビナー” Dealing with 
Corrections in the International Register”（日本語）のスラ
イド抜粋です。

全体については下記からご覧ください。

https://www.wipo.int/meetings/en/details.jsp?meeting_id=61229

2021年2月

https://www.wipo.int/meetings/en/details.jsp?meeting_id=59154


国際登録簿の更正

国際登録簿とは、国際登録に関するデータを収集したもの

国際登録簿の更正とは、国際登録簿のデータを修正し、か
つ、公報に掲載、指定国に通報、ユーザに通知すること

国際登録簿、Madrid Monitorのデータのみの更正は、国際
登録簿の更正とはいえない（内部更正）
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更正の可否

WIPOの誤りは、期間制限なく更正可

官庁の誤りは

公報発行日から9か月以内に、官庁から申請があれば
更正可

9か月以降は、官庁から申請があり、かつ、権利に影
響を与えない誤りであれば更正可

ユーザの誤りは、更正不可
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WIPOの誤りと認定されるもの

国際登録簿と申請書の記載が相違している場合

WIPOが誤りと判断する商品区分：WIPOは区分の決定
権者 (議定書3条(2))

WIPOの誤りであっても、公報、通報に誤りがない場合
は、国際登録簿のデータのみ修正
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WIPOの誤りと認定されないもの

国際登録簿と申請書の記載が一致している場合

WIPOが誤りと判断しない商品区分

規則上・運用上認められない請求（国際登録前の事後指
定の請求、通信のための宛先に代理人の住所を記載）

仕様上変更できないもの（更新登録証には、事後指定の
限定は、LimitationではなくPartial extensionと表示）
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更正可能な官庁の誤り

公報発行から9か月以内に、官庁が請求すれば、無条件
で更正可

公報発行から9か月以降は、官庁が請求すれば、権利に
影響を与えない誤りは更正可（基礎出願番号、代理人の
氏名・住所等）
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更正できない官庁の誤り

公報発行から9か月以降は、官庁が請求しても、権利に
影響を与える誤りは更正不可（認証事項、指定国等）

軽微な誤りに思えるものであっても、

出願人の名称（K.K. から Kabushiki Kaisha）

商標見本（®の削除）の更正は不可

出願後、基礎商標のデータに変更があったしても、国際
登録簿に影響しない（商品リストの変更を除く）
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名義人・代理人の誤り

更正可能な名義人・代理人の誤り

住所、商品リスト中の軽微なスペルミス等

更正できない名義人・代理人の誤り

指定国リスト、出願人の任意記載事項

国際登録簿のデータのみに影響する誤りは修正可
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商標の文字部分の読み方

MM2の9欄(f) Verbal elements of the mark に記載が
ない場合、WIPOは職権で商標の読み方を入力

登録証のカバーレター、公報、通報等の国際登録番号の
後に括弧書きで付記 879539 (patentscope)

法的効果はないが、一部指定国から商標の読み方につい
て拒絶理由が送付される場合がある

内部更正が原則であるが、請求により外部更正も可
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更正の手続の流れ
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受領 審査
登録簿
に記録

公報に
掲載

指定国
に通報

登録証
送付

Madrid Monitor
に反映



更正の請求

WIPO、ユーザの誤りの場合

Contact Madridの “a form submission” を選択し、
MM21を添付（推奨）

“a correction”を選択し、更正内容を記載することも
できる

官庁の誤りの場合

官庁を通じて更正を依頼（必須）

11



更正の審査係属中 (Real-time Status)
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RectificationのStatusにExaminationと表示

Status Dateは審査着手日

重複した申請は、RectificationにAbandonedと表示



更正の審査完了 (Real-time Status)
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Rectificationに更正の記録日が表示

更正の処理(New application)に対応した行が挿入され、
更正の記録日、指定国への通報日、公報番号が表示



更正のMadrid Monitorへの反映
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誤りが更正

国際登録の通報日が、更正の通報日で上書き

誤りは上書きされ、更正の痕跡は残らない



更正の公報への掲載
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更正に関する説明が付記

誤りが更正

更正の通報日のみ記載



更正の指定国への通報
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更正に関する説明が付記

誤りが更正

更正の通報日のみ記載



更正された登録証の送付
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カバーレター中に更正された登録証と表示

誤りが更正

国際登録日の通報日に加えて、更正の通報日が付記



更正の通知（更正登録証がない場合）
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更正の記録に要する期間

平均処理期間73日（2021年1月時点）

Madrid Monitorには更正の記録日から一両日中に反映

登録証の送付を要しない更正は、記録日の4-5日後、ユーザ
に更正の通知

記録日の翌々週の木曜日に公報に掲載、指定国に通報、ユー
ザに登録証の送付（2月18日に記録された場合は3月4日）
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更正の効果

国際登録簿の関連するデータを遡及的に修正

更正された部分について、指定国から拒絶が通報される
可能性あり（拒絶通報期間は更正の通報日から起算）

拒絶通報期間がリセット: Madrid Monitor上から、保護
が認められたことを意味する表示が削除
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更正のメリット・デメリット

更正のメリット

誤りを遡及的に修正

更正された内容によっては拒絶理由が解消

更正のデメリット

拒絶通報期間がリセット（権利の不安定化）

更正以外の方法がある場合、どちらが有利か検討
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誤りを早期に発見する方法

登録証・変更等の記録の通知は受領後、速やかに確認

限定を含む商品リスト、指定国リストの脱落

名義人の名称、商標の記述中の日本語固有の表現

商標の読み方

更正の誤りを登録証の受領前に発見するには、Madrid
Monitorを確認
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誤りを生じさせない方法

オンラインサービスの利用

誤入力し難い記載（限定をする場合、商品単位ではなく
区分単位）

出願人・代理人の情報は、同一の住所・氏名に随時更新
（国際登録毎に変えない）

様式に項目のない特別な請求は、事前にWIPOに確認
（規則上認められない場合が多い）
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